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退任のご挨拶 22

「ゴーヤ部会」
部会だより

　

山
都
町
で
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
大
阪
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
実
家
が
元
々
農
業
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
22
歳
の
時
に
後
継
ぎ
を
考

え
就
農
し
ま
し
た
。
今
年
で
18
年
目
に
な
り

ま
す
。
現
在
は
チ
ン
ゲ
ン
菜
（
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
、
米
（
80
ア
ー
ル
）
を
父
、
母
、
パ
ー

ト
の
方
を
含
め
計
6
人
で
経
営
し
て
い
ま

す
。

　

チ
ン
ゲ
ン
菜
は
「
ニ
ー
ハ
オ
新
１
号
」
と

い
う
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
元
々
就
農

す
る
前
は
い
ち
ご
を
メ
イ
ン
に
栽
培
し
て
お
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り
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
は
地
力
回
復
の
為
に
裏
作

と
し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
就
農
し

て
か
ら
チ
ン
ゲ
ン
菜
に
力
を
入
れ
、
メ
イ
ン

で
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
減
農
薬
栽
培
と
い
う
出
来
る
だ
け
有
機
栽

培
に
近
い
環
境
で
育
て
て
い
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
か
、
葉
や
軸
が
大
き
く
て
ア
ク
や
え
ぐ

み
も
な
く
、
み
ず
み
ず
し
く
て
柔
ら
か
く
歯

切
れ
も
良
い
、
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
チ
ン
ゲ
ン

菜
が
育
っ
て
い
ま
す
。
直
売
所
で
も
す
ぐ
に

完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ

ー
も
多
く
山
本
さ
ん
の
名
前
を
見
て
チ
ン
ゲ

ン
菜
を
購
入
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う

で
す
。
さ
ら
に
、
も
っ
と
良
い
も
の
を
栽
培

す
る
た
め
に
「
太
陽
熱
利
用
土
壌
消
毒
」
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
に
1
回
行
っ

て
お
り
、
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
1
．

土
中
の
雑
草
の
種
子
を
殺
し
、
雑
草
が
生
え

な
い
よ
う
に
す
る
。
2
．
土
中
の
害
虫
の

卵
、
幼
虫
、
さ
な
ぎ
を
殺
す
。
3
．
土
中
の

病
原
菌
を
殺
す
。
4
．
薬
剤
消
毒
よ
り
低
コ

ス
ト
。
5
．
安
全
安
心
、
等
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
梅
雨
明
け
の
7
月
下
旬
に

１
〜
２
週
間
ほ
ど
太
陽
熱
消
毒
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

チ
ン
ゲ
ン
菜
の
美
味
し
い
食
べ
方
は
、
茹

で
て
塩
昆
布
と
混
ぜ
て
食
べ
る
。
5
分
ほ
ど

で
簡
単
に
で
き
て
美
味
し
く
、
お
つ
ま
み
に

も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
！



　

６
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
総
代
会
、
書
面
議
決
に
よ
り
全
議
案
承
認
い
た
だ

き
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に
は
ご
協
力
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
新
た
に
新
役
員
も
決
定
し
総
代
会
後
の
第
１
回
定
例
理
事
会
に
お
い
て

代
表
理
事
組
合
長
に
再
任
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
６
月
26
日
の
連
合
会
役
員
推
薦

会
議
に
お
い
て
経
済
連
専
務
に
推
薦
さ
れ
、
急
遽
翌
27
日
に
第
１
回
臨
時
理
事
会
を

招
集
し
、
組
合
長
を
辞
任
し
会
長
就
任
を
決
定
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
副
組
合
長
に
就
任
し
、
組
合
長
で
あ
っ
た
現
藤
木
眞
也
参
議

院
議
員
の
選
挙
へ
の
対
応
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
対
応
と
地
震
後
の
組
合
員

の
営
農
と
生
活
再
建
へ
の
取
組
み
、
ま
た
そ
の
年
６
月
の
総
代
会
予
定
日
前
日
か
ら

降
り
出
し
た
大
雨
、
甲
佐
町
で
は
１
時
間
１
５
０
㎜
の
豪
雨
に
よ
り
総
代
会
を
中
止

と
し
、
１
ヶ
月
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
地
震
と
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
再
建

は
、
こ
れ
ま
で
役
職
員
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
中
で
の
仕
事
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
関
連

施
設
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
完
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
常
勤
役
員
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
の
向
上

発
展
と
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
経
営
の
安
定
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
上
益
城
農

業
、
熊
本
の
農
業
の
発
展
の
為
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
組
合
員
の
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
会
長
就
任

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

　

 

田
原 

要
一

会
長
理
事

　

 

梶
原　

哲

就
任
の
ご
挨
拶

　

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
梶
原
哲
前
組
合
長
の
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
代
表
理
事
専
務
就
任
に
伴
う
第
１
回

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
組
合
長
職
に
選
任
い
た
だ
き
就
任
に
至
り
、
与
え
ら

れ
ま
し
た
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
全
力
で
職
務
に
当
た
り
使
命
を
全
う

す
る
強
い
決
意
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
は
自
己
改
革
の
実
践
に
向
け
て
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
目
標
に
掲
げ
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ

づ
く
り
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
は
、
熊

本
地
震
等
か
ら
の
復
興
が
進
む
中
、
予
想
を
超
え
る
自
然
災
害
に
よ
る
農
産
物
や
農
業
用

施
設
へ
の
被
害
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等
に
よ
り
農
業
経
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
今
後
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
農
畜
産
物
の

生
産
・
販
売
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
環
境
変
化
に
素
早
く
対
応
す
る
為
、
今
ま

で
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
最
善
の

努
力
を
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
傾
注
し
、
所
得
確
保
、
Ｊ
Ａ
経
営
の
維
持
に
当
た
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

4
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こ
の
度
、
第
19
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
第
１
回
定
例
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表
理
事
専
務
に
選
任
し
て
い
た
だ

き
、
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
は
理
事
と
し
て
２
期
６
年
間
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
た
に
与
え
ら
れ
た
職
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世
界
に
広
ま
り

世
界
経
済
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
日
本
で
も
４

月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
現
在
も
収
束
の
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
営
農

と
生
活
を
守
る
為
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ
て

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
高
齢
化
・

担
い
手
の
減
少
・
農
協
改
革
・
労
働
者
不
足
な
ど
の
環
境
が
続

く
中
、
将
来
に
向
け
て
地
域
農
業
を
支
援
し
、
農
業
者
の
所

得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
・
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
役
職

員
が
一
体
と
な
り
、
組
合
員
並
び
に
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
上
益
城
地
域
農
業
の
振
興
と

活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

代表理事専務

松岡 勇治

　

こ
の
度
、
第
19
回
通
常
総
代
会
を
経
て
、
第
１
回
臨
時
理
事
会
に

お
い
て
代
表
理
事
常
務
に
選
任
い
た
だ
き
就
任
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
責
務
の
重
さ
を
実
感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
負
託
と
信
頼
・
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
早
々
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
全
世
界
が
苛

ま
れ
、
感
染
収
束
の
目
処
が
見
通
せ
な
い
現
状
に
在
り
ま
す
。
組
合

員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
を
守
り
、
組
合
の
健
全
経
営
の
確
保
に
向

け
た
対
応
を
遅
滞
な
く
行
う
必
要
が
有
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
作
今
の
環
境
に
お
い
て
、
地
域
農
業
を
支
え
る
農
家
・

組
合
員
ま
た
、
Ｊ
Ａ
組
織
は
激
動
の
時
代
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　

国
内
外
の
食
料
需
要
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
構
造
の
変
化
が
生
じ
、

生
産
基
盤
の
柔
軟
な
対
応
な
ど
農
業
が
直
面
す
る
テ
ー
マ
で
も
有
り

ま
す
。
国
民
の
食
生
活
の
多
様
化
に
伴
う
、
食
の
安
全
性
の
要
求
が

高
ま
る
状
況
も
否
め
な
い
現
状
で
す
。
更
に
、
国
に
よ
る
農
業
施
策

を
現
況
に
即
応
し
た
内
容
で
の
取
組
が
出
来
る
よ
う
、
生
活
・
生
産

活
動
を
支
援
し
、
組
合
員
各
位
の
ご
要
望
等
取
り
入
れ
役
職
員
一
体

と
な
り
着
実
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
が
農
業
と
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
組
織

と
し
て
、
更
な
る
社
会
的
役
割
を
誠
実
に
果
し
、
多
く
の
組
合
員
の

皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に

あ
た
り
ま
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

代表理事常務

松本 和文

　

第
19
回
の
通
常
総
代
会
に
於
い
て
、
役

員
の
選
任
を
可
決
い
た
だ
き
、
そ
の
終
了

後
に
第
１
回
の
監
事
会
が
開
催
さ
れ
常
勤

監
事
に
選
任
い
た
だ
き
就
任
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

監
事
の
職
務
は
、
組
合
の
経
営
及
び
財

務
が
健
全
に
執
行
さ
れ
、
又
理
事
の
職
務

が
規
程
ど
お
り
に
な
さ
れ
て
い
る
か
等
、

そ
の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
職
員
と
し
て
培
っ
た
知
識
と
能
力

を
発
揮
し
常
勤
監
事
と
し
て
職
務
に
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

監
事
会
（
６
名
）
と
し
ま
し
て
も
監
査

の
精
度
向
上
に
向
け
て
自
己
研
鑽
に
努

め
、
組
合
の
健
全
経
営
の
確
保
に
向
け
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様

方
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

常勤監事

本田　悟

5
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挨拶を行う
梶原会長理事（元組合長）

営農販売専門委員

地区担・総務専門委員

金融共済専門副委員長

金融共済専門委員

営農販売専門委員長

益城
理事

地区担・総務専門委員

購買生活専門副委員長

金融共済専門委員長

矢部
理事

総務専門委員長

金融共済専門委員
小林　誠生大村　幸誠

志垣　保博

末武　信男

地区担・営農販売専門委員

吉田　一浩

光永　徳幸

田端　雅充
地区担・総務専門副委員長

益城
理事

嘉島
理事

購買生活専門委員長

益城
理事

地区担・総務専門委員

金融共済専門委員

代表監事

児玉　豊和

木村　智文

森上　祐一

渕上　久文

松永　秀憲
営農販売専門委員

地区担・営農販売専門副委員長購買生活専門委員

購買生活専門委員

田端　幸治

木野　誠喜藤本　隆盛

荒木　寿典

購買生活専門委員 営農販売専門委員
佐藤　友治

小山　洋一

村上　聖子 藤本　イクミ

嘉島
理事

御船
理事

御船
理事

御船
理事

甲佐
理事

甲佐
理事

甲佐
理事

矢部
理事

矢部
理事

矢部
理事

清和
理事

矢部
理事

組織
代表

組織
代表

組織
代表

西山　幸雄笹原　光信 澤　和雄 齊藤　進 道山　髙伸

嘉島
監事

御船
監事

山都
監事

益城
監事

員外
監事

益城
理事

吉水　秀信

　

第
19
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
理
事
25
名
、
監
事
６
名
が
選
任
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
新
執
行
体
制
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
新
役
員
（
会
長
理
事
、
代
表
理
事
、
常
勤
監
事
以
外
）
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
理
事
・
監
事
の
紹
介

新
理
事
・
監
事
の
紹
介
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○
第
１
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
２
１
票　

反
対
３
票

○
第
２
号
議
案

令
和
2
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事

項
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
１
９
票　

反
対
５
票

○
第
３
号
議
案

定
款
・
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程

の
変
更
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
２
２
票　

反
対
２
票

○
第
４
号
議
案

信
用
事
業
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
２
２
票　

反
対
２
票

○
第
５
号
議
案

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の

廃
止
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
２
２
票　

反
対
２
票

○
第
６
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
１
４
票　

反
対
10
票

○
第
７
号
議
案

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

□
賛
成
５
１
３
票　

反
対
11
票

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
軽
微
な
事
項

の
変
更
・
修
正
及
び
誤
算
・
誤
字
の
訂

正
並
び
に
法
令
、
そ
の
他
行
政
庁
の
指

示
に
よ
る
必
要
な
修
正
加
除
は
、
こ
れ

を
理
事
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

報
告
事
項

１
．
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
上
益
城

総
支
部
活
動
報
告
書

令和元年度主要事業実績
24億9,800万円

4億5,400万円

3億8,200万円

69億5,400万円

73億2,900万円

705億9,700万円

233億3,800万円

3,095億3,800万円

3,555万円

1億5,000万円

事 業 総 利 益

経 常 利 益

当 期 剰 余 金

販売品販売高

購買品供給高

貯 金 残 高

貸 出 金 残 高

長期共済保有高

出 資 配 当 金

事業分量配当金

第19回通常総代会を開催
　６月24日、第19回通常総代会を本所で開催しました。

　今年は新型コロナウイルスの影響により異例の総代会となりましたが、議

長の伊藤保次氏による議事進行のもと、令和元年度事業報告や令和２年度事

業計画など７議案がすべて可決・承認されました。

　また、26日の連合会役員推薦会議において、梶原哲組合長がＪＡ熊本経済

連代表理事専務に推薦されたのを受け、６月27日に行われた第１回臨時理事

挨拶を行う
梶原会長理事（元組合長）
挨拶を行う
梶原会長理事（元組合長）

会において組合長を辞任

し会長理事に就任。

　田原要一副組合長が代

表理事組合長に就任しま

した。
議
長
の
伊
藤
保
次
氏

第
19
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
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Ｑ　

外
務
で
購
買
代
金
請
求
書
、
ガ
ス
代
金
お

知
ら
せ
、
広
報
誌
が
届
い
て
い
な
い
が
何
故

か
。
定
め
ら
れ
た
日
に
対
応
で
き
な
い
の

か
。

Ａ　

担
当
者
の
配
布
先
確
認
不
足
に
よ
る
配
布

漏
れ
で
し
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
ご
指
摘

が
な
い
よ
う
各
地
区
の
巡
回
を
徹
底
し
、
漏

れ
が
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

購
買
店
舗
の
職
員
が
若
い
の
で
、
ベ
テ
ラ

ン
の
職
員
も
配
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
回
の
要
望
を
参
考
に
し
、
人
事
異
動
の

際
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
を
伺
い
た
い
。

Ａ　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
、
給
油
所
、
購
買
店
舗
等
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
現
金

紛
失
事
案
等
を
踏
ま
え
て
、
各
施
設
に
追
加

の
防
犯
カ
メ
ラ
を
順
次
設
置
し
て
お
り
ま

す
。

Ｑ　

六
嘉
給
油
所
・
甲
佐
給
油
所
の
売
上
金
紛

失
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

Ａ　

六
嘉
給
油
所
、
甲
佐
給
油
所
の
現
金
紛
失

に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
を
し
ま
し
た
が
原

因
の
特
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
関
係

職
員
は
懲
罰
規
程
に
基
づ
き
懲
罰
を
科
し
、

常
勤
役
員
に
つ
い
て
は
自
主
返
納
に
て
損
失

を
補
填
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
信
用
回
復

に
向
け
て
再
発
防
止
策
を
講
じ
、
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

役
員
の
選
出
に
つ
い
て
選
考
人
の
統
一
や

全
町
総
代
が
選
考
員
等
に
改
め
ら
れ
な
い
の

か
。

Ａ　

役
員
の
選
出
に
は
、
各
選
出
地
区
に
つ
い

て
従
前
か
ら
の
申
合
せ
等
が
あ
り
、
そ
の
申

合
せ
に
て
選
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て

規
程
に
基
づ
い
た
選
出
方
法
で
あ
り
問
題
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
理
事
会
等
に
て
検
討

し
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ　

パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、
職
員
同
士
、
お

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
発

生
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
パ

ワ
ハ
ラ
を
含
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
を

職
員
の
階
層
毎
に
開
催
し
職
場
環
境
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｑ　

職
員
教
育
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

職
員
教
育
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
資
質
向

上
の
た
め
、
新
入
職
員
に
つ
い
て
は
年
間
4

回
の
新
入
職
員
研
修
、
ま
た
、
各
部
署
に
お

い
て
は
関
係
す
る
業
務
の
研
修
会
や
個
人
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
の
資
格
試
験
等
の
研
修

会
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
含
む
職
員
の
全

体
研
修
等
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

と
れ
た
て
市
場
の
今
後
の
展
開
は
ど
う
い

う
事
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

Ａ　

現
在
の
会
員
だ
け
で
は
高
齢
化
が
進
み
ま

す
の
で
、
新
規
会
員
の
確
保
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
女
性
会
員
と
連
携

し
、
生
産
販
売
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

外
勤
職
員
の
平
均
年
齢
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

Ａ　

外
勤
職
員
（
Ｌ
Ａ
･
渉
外
担
当
34
名
）
の

平
均
年
齢
は
37
・
1
歳
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　
　

Ｑ　

支
所
ご
と
の
重
点
目
標
は
、
継
続
さ
れ
て

い
る
の
か
。

Ａ　

支
所
ご
と
の
重
点
目
標
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
活
動
総
合
3
ヵ
年
計
画
（
令
和
元
年
度
〜

3
年
度
）
で
示
し
た
と
お
り
、
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

Ａ
コ
ー
プ
矢
部
は
黒
字
か
。

Ａ　

Ａ
コ
ー
プ
矢
部
の
経
営
と
し
て
は
、
平
成

30
年
度
は
黒
字
で
す
が
、
令
和
元
年
度
に
お

い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
売
上
の
減
少
も
あ
り
赤
字
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｑ　

昨
年
職
員
は
何
人
辞
め
た
か
。

Ａ　

令
和
元
年
度
の
職
員
退
職
者
数
は
、
正
職

員
で
34
名
、
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
で
26
名
の

合
計
60
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
、
定
年

退
職
が
７
名
で
す
。
採
用
者
は
41
名
で
し

た
。

Ｑ　

支
所
別
の
貯
金
額
は
総
代
会
資
料
で
わ
か

る
が
、
各
支
所
組
合
員
1
人
当
た
り
の
貯
金

額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
個
人
個
人
が
ど
れ

だ
け
農
業
所
得
に
余
裕
が
あ
る
の
か
比
較
や

参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

支
所
別
の
３
月
末
利
用
者
1
人
当
た
り
の

貯
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で

す
。

Ｊ
Ａ
に
対
す
る
主
な
質
問
・
要
望
事
項
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

Ｊ
Ａ
に
対
す
る
主
な
質
問
・
要
望
事
項
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

本
来
、
総
代
会
前
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
支
所
運
営
委
員
会
・
支
所
別
座
談
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し
、
総
代
会
に
つ
い
て
も
書
面
に
よ

る
議
決
権
の
行
使
を
お
願
い
す
る
形
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
書
面
に
て
質
問
・
要
望

書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
皆
様
か
ら
提
出
い
た
だ
い
た
様
々
な
質
問
・
要
望
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
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御
船
支
所 

6
、
5
2
3
千
円

　
　

甲
佐
支
所 

6
、
7
7
1
千
円

　
　

嘉
島
支
所 

8
、
7
2
2
千
円

　
　

益
城
支
所 

7
、
3
7
4
千
円

　
　

矢
部
支
所 
6
、
4
0
7
千
円

　
　

清
和
支
所 
8
、
4
5
3
千
円

　
　

貯
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
給
与
・
公
的
年

金
・
法
人
貯
金
等
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
意
見
の
農
業
所
得
に
余
裕
が
あ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
貯
金
残
高
の
観
点
か

ら
は
一
概
に
判
断
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Ｑ　

役
員
の
方
々
も
、
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
若

い
人
も
見
受
け
ら
れ
る
。
少
し
で
も
Ｊ
Ａ
並

び
に
組
合
員
の
生
活
の
向
上
の
為
、
色
々
な

意
見
を
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
よ
う
な

意
見
が
出
た
と
い
う
事
を
組
合
員
に
も
周
知

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

意
見
・
要
望
等
、
広
報
誌
等
で
紹
介
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

滝
尾
給
油
所
の
運
営
に
つ
い
て
土
曜
・
日

曜
の
営
業
を
せ
め
て
農
繁
期
の
時
は
考
え
て

ほ
し
い
。

Ａ　

滝
尾
給
油
所
の
運
営
及
び
営
業
時
間
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

と
れ
た
て
市
場
嘉
島
店
の
花
売
場
に
つ
い

て
、
売
場
が
店
外
の
為
、
風
向
き
次
第
で
庇

か
ら
雨
が
吹
き
込
み
商
品
（
花
）
が
ぬ
れ
る

時
が
あ
る
の
で
雨
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
商
品
（
花
）
の
品
質
管
理
の
た
め
ク
ー
ラ

ー
設
置
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
数
年
前
に

要
望
が
あ
り
、
花
の
全
出
荷
者
に
て
協
議
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
「
壁
を
作
る

と
お
客
様
が
外
か
ら
見
え
な
く
な
る
の
で
、

集
客
が
減
る
」「
現
在
の
売
り
場
に
壁
を
作
る

と
売
り
場
が
狭
く
な
る
」
等
の
反
対
意
見
も

あ
り
、
多
数
決
に
よ
り
「
設
置
し
な
い
」
と

決
ま
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
毎

日
、
新
鮮
な
花
が
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
で
お
客

様
よ
り
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

と
れ
た
て
市
場
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
以

前
の
総
代
会
時
に
一
般
質
問
に
て
15
％
か
ら

10
％
に
下
げ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。
今

の
と
こ
ろ
手
数
料
は
15
％
で
花
市
場
も
野
菜

市
場
等
も
10
％
と
な
っ
て
い
る
が
下
げ
れ
な

い
の
か
。

Ａ　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
15
％
頂
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
10
％
に
下
げ
る
と
店
舗

の
経
営
が
難
し
い
現
状
で
す
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

Ｑ　

と
れ
た
て
市
場
に
花
を
出
し
て
い
る
が
、

駐
車
場
も
建
物
も
せ
ま
い
の
で
松
橋
の
宇
城

彩
館
に
負
け
な
い
よ
う
な
直
売
所
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
。

Ａ　

売
り
場
面
積
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
代
替

地
の
選
定
等
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ご
要
望
の
と
お
り
手

狭
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
大
型
店
と
は
違
っ

た
、「
と
れ
た
て
」
の
名
に
恥
じ
な
い
魅
力
あ

る
店
舗
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ　

甲
佐
給
油
所
の
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
、

「
窓
ふ
き
」
は
業
務
の
一
環
と
考
え
る
が
、

以
前
給
油
し
た
際
に
給
油
量
が
少
量
で
あ
っ

た
為
、
窓
ふ
き
を
し
な
か
っ
た
。
問
う
と
、

給
油
量
が
少
な
く
時
間
が
な
い
と
の
返
答
で

あ
っ
た
。
業
務
を
行
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ

な
い
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

今
後
は
、
給
油
量
に
関
わ
ら
ず
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
定
期
的

に
職
員
教
育
を
行
い
、
利
用
者
の
皆
様
に
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
給
油
所
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

中
古
農
機
具
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
提

供
者
側
、
購
入
者
側
の
情
報
の
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

現
在
、
Ｊ
Ａ
で
は
定
期
的
に
広
報
誌
に
よ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
広
場
（
売
り
た
い
方
、
買
い

た
い
方
の
仲
介
業
務
）
を
通
し
、
中
古
農
機

具
等
の
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
農
機
セ
ン
タ
ー
で
情
報
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
組
合
員
や
利
用
者
に
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

Ｑ　

上
益
城
車
輌
・
農
機
セ
ン
タ
ー
の
対
応
に

つ
い
て
、
修
理
を
依
頼
し
、
引
き
取
る
際
も

持
ち
込
む
際
も
全
く
連
絡
が
な
か
っ
た
。
小

さ
な
事
で
あ
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
や
気
配
り
が

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｊ
Ａ
を
全
利

用
し
て
い
る
者
と
し
て
は
、
こ
れ
で
は
Ｐ
Ｒ

や
宣
伝
が
で
き
な
い
の
で
し
っ
か
り
対
応
し

て
ほ
し
い
。

Ａ　

車
輛
・
農
機
セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
、
職
員

教
育
を
徹
底
し
、
気
配
り
の
で
き
る
職
員
の

育
成
を
行
い
、
組
合
員
及
び
利
用
者
の
方
々

に
信
頼
さ
れ
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Ｑ　

営
農
技
術
面
の
指
導
に
も
っ
と
力
を
入

れ
、
又
、
地
区
の
特
産
品
の
確
立
に
力
を
貸
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
本
来
の
姿

が
足
り
な
い
様
に
感
じ
る
。
農
家
の
利
益
が

あ
が
る
方
向
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

部
会
活
動
を
中
心
に
現
地
で
の
講
習
会
、

検
討
会
の
充
実
を
図
り
、
収
量
の
増
収
、
高

品
質
生
産
、
安
全
・
安
心
な
生
産
に
努
め
、

認
知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

Ｑ　

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
明
細
を
知
り
た

い
。

Ａ　

役
員
退
職
慰
労
金
の
個
々
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
役
員
退
職
慰
労
金
規
程
に
基
づ
き
計

算
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
役
職
、
年
数
に
よ

り
違
い
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
支
払
額
に
つ

い
て
は
個
人
情
報
等
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
り
今
後
、
特
に
中

山
間
地
の
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
心
配
さ
れ

る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
有
効
利
用
を
模
索
し
て
地

域
を
守
っ
て
存
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

現
状
を
把
握
し
、
地
域
の
組
合
員
と
の
対

話
を
基
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｑ　

役
員
報
酬
増
額
の
理
由
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ　

役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
役
員
報
酬
審
議

会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
状
況
や
規
模
、

県
下
Ｊ
Ａ
の
状
況
等
を
参
考
に
し
て
答
申
を

い
た
だ
い
た
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
総

代
会
で
上
限
を
決
め
て
い
た
だ
き
、
個
々
の

報
酬
額
に
つ
い
て
は
理
事
会
、
監
事
で
協
議

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
役
員
報
酬
は
新
型
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
前

年
度
と
同
額
と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

出
資
配
当
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

は
1.5
％
、
令
和
元
年
度
は
1.0
％
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
か
ら
0.5
％
下
げ
た
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
理
由
は
事
業
総
利
益
が
減
少
し
て

い
る
事
や
県
下
Ｊ
Ａ
の
状
況
、
Ｊ
Ａ
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
配
当
（
事
業
分
量
配

当
金　

1
5
0
、
0
0
0
千
円　

前
年
同
額
）

を
考
え
て
か
ら
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
繰
越

剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
度
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
受
け
る
か
不
安
な
要
素
が
多
い
こ
と
か

ら
、
繰
越
剰
余
金
を
増
額
し
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
目
的
積
立
金
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
で
に
予
定
し
て
あ
り
ま
し
た
21
億

円
に
達
し
た
た
め
、
今
年
度
は
積
立
金
を
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
内
訳
に
つ
い
て
は
、
総
代

会
資
料
の
P
61
を
ご
参
照
下
さ
い
。

Ｑ　

新
入
職
員
の
早
期
退
職
者
の
多
い
理
由
は

な
に
か
。

Ａ　

早
期
退
職
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
公
務
員

等
他
業
種
へ
の
転
職
希
望
が
主
な
理
由
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

Ｊ
Ａ
職
員
全
体
の
連
帯
感
が
心
要
だ
と
思

う
。

Ａ　

Ｊ
Ａ
の
意
義
、
使
命
を
再
確
認
し
、
部
門

間
で
の
連
携
を
図
り
、
組
合
員
の
営
農
と
生

活
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ　

総
代
の
人
数
の
半
減
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

総
代
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
農
協
法
上
、

組
合
員
数
が
2
、
5
0
0
人
を
超
え
る
組
合

に
お
い
て
は
5
0
0
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

購
買
事
業
、
指
導
販
売
事
業
等
に
農
家
所

得
の
向
上
と
あ
る
が
生
産
品
、
具
体
的
戦

術
、
金
額
、
割
合
（
％
）
は
ど
の
程
度
売
上

げ
、
向
上
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

購
買
事
業
に
お
い
て
は
、
肥
料
自
己
取
り

市
、
農
薬
現
金
即
売
会
、
満
車
直
行
対
策
・

ド
ロ
ー
ン
で
の
委
託
散
布
等
を
進
め
、
指
導

販
売
事
業
に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
農
作
物
の
生
産
、
栽
培
講
習
会
開

催
に
よ
る
収
量
の
増
大
・
品
質
の
安
定
、
か

み
ま
し
き
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
高
値
販
売
と
、

生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た
Ｊ
Ａ
の
取
組

支
援
を
行
い
、
農
家
所
得
の
前
年
対
比
10
％

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ　

農
事
組
合
法
人
と
の
取
り
組
み
強
化
、
連

携
等
を
方
針
に
上
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
に

は
農
事
組
合
法
人
に
何
を
期
待
し
、
何
を
支

援
し
、
ど
の
様
な
取
り
組
み
強
化
、
連
携
を

お
考
え
か
。

Ａ　

農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
が
進
む

な
か
、
農
事
組
合
法
人
、
行
政
と
の
連
携
を

密
に
し
、
大
型
農
機
の
貸
出
支
援
等
を
行
い

な
が
ら
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
新
規
就
農
者

の
受
け
入
れ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向

け
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
等
、
将
来
の
地

域
農
業
の
活
性
化
、
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　

更
な
る
農
家
・
農
民
に
寄
り
そ
っ
た
言
動

を
お
願
い
し
ま
す
。
組
織
内
の
報
・
連
・
相

が
不
足
し
て
な
い
か
。
是
非
、
農
家
に
信

頼
、
信
用
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
に
努
力
さ
れ
る
事
を

期
待
、
要
望
し
ま
す
。

Ａ　

組
合
員
・
利
用
者
へ
の
対
応
や
組
織
内
の

報
・
連
・
相
を
的
確
に
行
う
よ
う
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
お
互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
職
場

環
境
を
整
備
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

田
植
え
等
で
農
家
が
忙
し
い
時
期
に
総
代

会
を
開
催
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
。
夜
間

で
の
開
催
や
時
期
を
変
更
す
る
等
検
討
で
き

な
い
か
。

Ａ　

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
１

回
６
月
に
開
催
す
る
よ
う
定
款
で
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
開
催
面
の
準
備
、
開
催
後
の

関
係
機
関
へ
の
報
告
等
の
時
期
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
、
最
善
の
時
期
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ　

窓
口
業
務
の
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
通
帳
へ
の
摘
要
項
目

の
不
記
入
等
、
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
方
に
向
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

Ａ　

営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。
閉
店
後
の
事
務
処
理
等
に
よ
り

残
業
が
発
生
す
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
個
々
の
健
康
面
を
考
慮
し
た
取
り

組
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
帳
へ
の
摘
要
項
目
の
入
力
に
つ
い
て
は
、

農
林
中
金
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
シ
ス
テ
ム

的
に
も
入
力
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｑ　

指
導
事
業
の
支
出
に
つ
い
て
営
農
改
善

費
、
生
活
改
善
費
を
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　

営
農
改
善
費

　
　
　

各
種
事
業
費
1
0
、
0
0
0
千
円

　
　
　

各
種
会
費
・
負
担
金
5
、
5
0
0
千
円

　
　
　

人
件
費
等
5
、
2
0
0
千
円

　
　
　

車
両
費
4
、
0
0
0
千
円 

　
　
　

市
場
対
応
等
2
、
5
0
0
千
円

　
　
　

通
信
費
等
1
、
1
0
0
千
円

　
　
　

残
留
農
薬
検
査
1
、
3
0
0
千
円

　
　
　

農
業
後
継
者
育
成
7
0
0
千
円

　
　
　

そ
の
他
（
事
務
用
品
、
光
熱
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　

保
守
料
、
研
修
会
費
等
）

　
　
　

生
活
改
善
費

　
　
　
　

各
支
部
グ
ル
ー
プ
活
動
3
5
0
千
円

　
　
　
　

人
件
費
1
9
0
千
円

　
　
　
　

食
の
伝
統
他
1
5
0
千
円

　
　
　
　

そ
の
他

　
　
　
　
　
　

（
防
災
グ
ッ
ズ
、
講
習
会
等
）

Ｑ　

甲
佐
支
所
と
購
買
店
舗
が
離
れ
て
い
る
の

で
利
用
し
に
く
い
。
窓
口
業
務
と
購
買
店
舗

を
集
約
し
、
組
合
員
の
利
用
し
や
す
い
支
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
組
合
員
の
小
さ

な
意
見
に
も
答
え
、
組
合
員
の
立
場
に
立
つ

Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
民
間
企
業
と
同
じ

な
ら
Ｊ
Ａ
は
生
き
残
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

Ａ　

支
所
の
統
廃
合
に
よ
り
、
甲
佐
支
所
に
つ

い
て
は
金
融
業
務
と
購
買
業
務
が
離
れ
る
形

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
遊
休
施
設
の
活

用
も
含
め
、
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
た

支
所
の
在
り
方
と
組
合
員
の
た
め
の
Ｊ
Ａ
を

目
指
し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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Ｑ　

総
代
会
の
日
当
の
分
は
ど
う
な
る
か
。
ま

た
口
座
に
振
り
込
む
事
は
出
来
る
の
か
。

Ａ　

今
回
の
総
代
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
議
決
で
の
議
決

権
行
使
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
日
当
の
支
払

い
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

Ｊ
Ａ
か
ら
の
回
覧
で
配
布
物
が
届
く
が
部

数
が
違
う
の
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

担
当
部
署
に
確
認
し
、
周
知
致
し
ま
し
た
。

Ｑ　

近
年
、
各
集
落
の
指
導
会
合
が
無
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
Ｊ
Ａ
離
れ
が
加
速
す
る
の

で
は
な
い
か
。
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

営
農
指
導
を
重
点
に
事
業
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ほ
し
い
。

Ａ　

生
産
部
会
活
動
の
充
実
に
よ
る
現
地
指
導

を
中
心
に
、
収
量
の
増
収
と
高
品
質
生
産
を

目
指
し
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

Ｑ　

Ｊ
Ａ
職
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

Ｊ
Ａ
の
発
展
の
為
に
御
尽
力
い
た
だ
き
敬
意

を
表
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
防
止
対
策
の
為
、
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
よ
り
迅
速
に
マ
ス
ク
を
配
達
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
Ｊ
Ａ
発
展
の
為
御
尽
力
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ　

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　

大
島
給
油
所
跡
地
及
び
大
島
カ
ン
ト
リ
ー

跡
地
の
処
分
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
と

れ
た
て
嘉
島
店
、
六
嘉
給
油
所
そ
の
他
敷
地

が
手
狭
な
為
、
代
替
用
地
の
確
保
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ　

立
地
面
積
、
立
地
条
件
等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
今
後
、
最
善
の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ　

第
17
回
総
代
会
で
固
定
資
産
の
処
分
し
た

い
施
設
で
、
土
地
の
六
嘉
育
苗
施
設
跡
地
が

コ
ス
ト
コ
関
連
の
用
地
で
処
分
さ
れ
た
後
の

金
額
は
ど
こ
を
見
れ
ば
分
か
る
か
。

Ａ　

令
和
２
年
度
の
売
却
と
な
り
ま
す
の
で
、

来
年
度
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
売
却
分

に
つ
い
て
は
特
別
利
益
の
固
定
資
産
処
分
益

に
計
上
し
ま
す
。

Ｑ　

昨
年
の
取
得
し
た
い
施
設
及
び
事
業
の
機

械
装
置
の
自
動
飛
行
ド
ロ
ー
ン
の
事
業
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ａ　

ド
ロ
ー
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
委
託
で
の

ド
ロ
ー
ン
散
布
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
甲
佐
地
区
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

水
稲
本
田
防
除
の
委
託
事
業
で
進
め
て
い
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
取
得
に
つ
い
て
は
、
各
メ
ー

カ
ー
で
年
々
価
格
が
下
が
っ
て
お
り
、
性
能

も
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

今
後
再
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
見
送
り
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
で
利
用
料
金
キ
ロ
1
円

上
げ
る
と
い
う
事
だ
が
、
い
く
ら
増
収
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
米
・
大
豆
も
値
上
げ
を
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

令
和
2
年
産
の
麦
の
計
画
2
、
4
0
0
ｔ

で
料
金
を
1
円
上
げ
る
と
2
4
0
万
円
増
収

に
な
り
ま
す
。
米
・
大
豆
に
つ
い
て
も
、
１

円
の
ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
利

用
料
に
つ
い
て
は
収
支
決
算
書
を
参
考
に
運

営
委
員
会
の
中
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

六
嘉
給
油
所
の
洗
車
機
が
壊
れ
、
白
旗
セ

ル
フ
給
油
所
の
洗
車
機
が
来
る
と
い
う
こ
と

で
、
使
い
ま
わ
し
で
そ
れ
を
使
用
す
る
の
は

良
い
事
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
固
定
資
産
の

処
分
し
た
い
車
両
運
搬
具
の
車
の
処
分
は
、

距
離
数
や
使
用
年
数
の
決
ま
り
が
あ
る
の
か
。

Ａ　

車
輛
の
状
態
、
使
用
頻
度
、
走
行
距
離
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、
処
分
の
判
断
を
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ　

指
導
販
売
事
業
の
重
点
実
施
事
項
１
の

（
３
）
大
豆
に
つ
い
て
、
前
回
で
は
早
生
の

品
種
（
納
豆
の
小
粒
）
を
要
望
し
ま
し
た
が

フ
ク
ユ
タ
カ
１
品
種
で
あ
れ
ば
、
田
植
え
前

に
定
植
で
き
る
生
産
者
を
募
り
上
葉
を
切
っ

て
わ
き
芽
を
増
し
、
増
収
す
る
や
り
方
で
作

型
を
分
散
し
、
全
体
の
収
穫
の
遅
れ
を
少
な

く
し
て
生
産
者
の
増
収
に
繋
が
る
と
思
う
。

Ａ　

大
豆
に
つ
い
て
は
本
年
「
フ
ク
ユ
タ
カ
Ａ

１
」
の
品
種
試
験
を
行
い
、
収
穫
遅
れ
に
対

応
で
き
る
品
種
か
検
討
し
、
基
本
栽
培
技
術

の
向
上
支
援
を
行
い
、
安
定
生
産
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

普
通
作
指
導
員
は
何
名
い
る
か
。

Ａ　

本
所
農
産
課
が
２
名
、
第
１
営
農
セ
ン
タ

ー
が
４
名
、
第
２
営
農
セ
ン
タ
ー
が
２
名
、

第
３
営
農
セ
ン
タ
ー
が
4
名
の
合
計
12
名
で

す
。

Ｑ　

新
役
員
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
題
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
所
信
表
明
を
忘

れ
な
い
で
必
ず
貫
徹
す
る
意
気
込
み
で
事
業

運
営
に
当
た
っ
て
貰
い
た
い
。

Ａ　

ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
所
信

を
忘
れ
ず
職
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

老
人
ホ
ー
ム
等
一
連
の
介
護
施
設
の
収
支

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
利
用
者

の
所
在
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

福
祉
事
業
は
、
事
業
総
利
益
か
ら
事
業
管

理
費
を
引
い
た
事
業
利
益
で
平
成
30
年
度
が

6
2
2
千
円
、
令
和
元
年
度
が
1
、
3
4
9

千
円
の
利
益
計
上
を
し
て
お
り
ま
す
。
利
用

者
の
所
在
に
つ
き
ま
し
て
は
、
甲
佐
地
区
、

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
15
名
の
内

訳
は
、
甲
佐
町
7
名
、
御
船
町
４
名
、
嘉
島

町
１
名
、
益
城
町
２
名
、
山
都
町
１
名
と
な

っ
て
お
り
、
山
都
地
区
の
施
設
利
用
者
に
つ

き
ま
し
て
は
、
山
都
町
で
す
。

Ｑ　

営
農
セ
ン
タ
ー
の
指
導
力
の
強
化
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

営
農
指
導
員
資
格
者
や
農
家
総
合
経
営
診

断
士
資
格
者
も
在
籍
し
て
お
り
、
さ
ら
に
農

家
に
出
向
く
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

令
和
２
年
１
月
27
日
に
突
風
が
あ
り
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
作
物
等
に
大
変
な
被
害
が
出

た
。
災
害
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
の
対
応
が
遅
く
何

の
処
置
助
成
も
な
い
。
組
合
員
あ
っ
て
の
Ｊ

Ａ
あ
り
、
迅
速
な
対
応
が
ど
う
し
て
で
き
な

い
の
か
。

Ａ　

突
風
被
害
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
資
材

代
金
の
決
済
月
の
延
長
及
び
突
風
対
策
助
成

金
（
ハ
ウ
ス
資
材
で
購
入
金
額
の
5
％
、
ビ

ニ
ー
ル
資
材
で
購
入
金
額
の
10
％
）
を
６
月

17
日
に
お
支
払
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

今
後
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
へ
の
次
期
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植
付
作
物
の
提
案
、
資
金
の
相
談
、
補
助
事

業
の
活
用
な
ど
、
営
農
再
開
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

津
森
地
区
の
組
合
員
は
買
い
物
難
民
に
あ

っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
や
Ａ
コ
ー
プ
の
建
設

を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

現
状
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、
Ａ
コ
ー
プ
等
の

建
設
は
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
宅

配
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
、
ま
た
行
政
と
連

携
し
た
移
動
販
売
車
等
の
導
入
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
へ
Ｊ
Ａ
と
し
て

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

津
森
給
油
所
の
存
続
を
ぜ
ひ
と
も
お
願
い

し
た
い
。

Ａ　

津
森
給
油
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
事
業

利
益
も
良
い
の
で
廃
止
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｑ　

貸
出
金
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
計
画
が

前
年
対
比
で
御
船
支
所
70
％
、
矢
部
支
所
67

％
に
対
し
て
益
城
支
所
1
0
3
％
の
計
画
は

何
故
か
。
益
城
支
所
は
、
貯
金
残
高
、
貸
出

金
、
購
買
取
扱
高
、
販
売
取
扱
高
と
、
す
べ

て
に
対
し
て
上
位
を
占
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
組
合
員
割
、
職
員
割
を
考
慮
し
て
は
ど

う
か
。
取
扱
い
が
多
い
と
い
う
事
は
、
購
買

未
収
金
や
貸
出
金
延
滞
の
回
収
等
の
回
収
業

務
も
多
く
大
変
だ
と
思
う
。

Ａ　

令
和
2
年
度
貸
出
金
計
画
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
か
ら
の
積
上
げ
に
よ
る
計
画
で
す
。

　
　

御
船
支
所
、
矢
部
支
所
に
つ
い
て
は
、
大

口
の
償
還
が
あ
り
、
そ
の
分
を
見
越
し
た
計

画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
益
城
支
所
に
つ
い

て
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
３
月
末
時
点
の
申
込

み
に
よ
る
増
額
分
を
見
越
し
た
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

益
城
地
区
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
建
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

現
在
、
益
城
地
区
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
建
設
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
嘉
島
・
甲
佐
Ｃ
Ｅ
の
有
効
活
用
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。
今
後
、
益
城
町
の
生
産
協

議
会
・
営
農
組
合
・
法
人
と
協
議
を
重
ね
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

と
れ
た
て
市
場
３
店
舗
に
商
品
管
理
防
犯

上
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
是
非
と
も
お
願

い
し
た
い
。

Ａ　

現
在
、
嘉
島
店
に
は
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
花
立
店
、
益
城
店
に
つ
い
て
も

設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

益
城
に
車
輌
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
す

る
。

Ａ　

現
在
、
上
益
城
車
輌
セ
ン
タ
ー
と
統
合
を

行
い
、
収
支
の
改
善
を
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

最
近
は
、
モ
ノ
タ
ロ
ウ
や
コ
メ
リ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
機

会
が
増
え
た
。

　
　

Ｊ
Ａ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
今
後
重

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

Ａ　

Ｊ
Ａ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て

は
、
全
農
、
経
済
連
を
含
め
た
中
で
検
討
を

し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
益
々
営
農
者
の
離
農
・
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
そ
れ
で
も
米
は
自
給
自
足
し
た

い
と
い
う
想
い
は
強
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
Ｊ
Ａ
と
し
て
苗
の
受
託
生
産
・
田
植
え
・

稲
刈
り
等
の
作
業
代
行
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

Ａ　

今
後
検
討
し
、
実
施
す
る
方
向
で
地
域
再

生
協
議
会
・
営
農
組
合
等
と
協
議
を
行
い
ま

す
。

Ｑ　

大
豆
を
収
穫
す
る
と
き
に
収
穫
機
械
が
少

な
い
た
め
収
穫
期
が
遅
れ
る
の
で
収
穫
量
が

半
分
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。
生
産
者
が
一
生
懸

命
努
力
し
て
も
生
産
量
は
増
え
な
い
。
収
穫

期
間
が
短
い
た
め
収
穫
機
械
を
5
台
ぐ
ら
い

に
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

今
後
、
大
豆
面
積
が
増
加
す
れ
ば
機
械
導

入
も
行
え
ま
す
し
、
収
穫
期
の
遅
れ
に
つ
い

て
も
品
種
変
更
も
含
め
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

本
年
度
の
総
代
会
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
よ
り
、
書
面
議
決
と
な
り
、
支
所
別

座
談
会
も
無
く
資
料
も
無
い
中
で
議
決
す
る

事
は
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と
考
え
ま
す

が
、
現
状
と
し
て
仕
方
な
い
部
分
も
有
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
農
協
運
営
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
。

Ａ　

開
催
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
理
事
会
で

検
討
し
た
結
果
で
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
Ｊ

Ａ
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ　

今
ま
で
は
、
農
協
事
業
の
強
み
と
言
え

る
、
Ｊ
Ａ
祭
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
の
集
客
に
よ
る
事
業
推
進
が
成
さ
れ

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
イ

ベ
ン
ト
や
多
く
の
人
を
一
度
に
集
め
る
手
法

が
と
れ
な
く
な
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
ら
れ
る
か
。
農
産
物
の
販
売
で
も
高
級

品
や
嗜
好
品
の
売
れ
行
き
が
悪
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
農
家
に
対
す
る
販
売
対
策

を
早
急
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
。

Ａ　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
密
閉
空

間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
を
避
け
、
ク
ラ

ス
タ
ー
（
集
団
）
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
、
地
区
ご
と
で
の
展
示
会
等
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

農
産
物
販
売
に
つ
い
て
は
、
西
瓜
、
メ
ロ

ン
に
お
い
て
消
費
宣
伝
会
・
産
地
会
議
等
が

開
催
で
き
な
い
中
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
リ
モ
ー

ト
会
議
な
ど
を
行
い
、
今
ま
で
以
上
に
産
地

と
消
費
地
の
関
係
を
密
に
し
、
情
報
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
終
盤
ま
で
に
安
定

し
た
販
売
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
多
品
目
に
お
い
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ　

職
員
の
ノ
ル
マ
や
Ｌ
Ａ
事
業
目
標
の
高
さ

が
職
員
定
着
率
の
低
下
に
も
繋
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

一
般
職
員
の
推
進
目
標
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
総
合

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
機
会

と
し
て
も
、
職
員
に
は
必
要
な
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
目

標
以
上
の
実
績
を
挙
げ
、
県
下
ト
ッ
プ
の
成

績
で
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
思
う
よ
う
な
活
動
が
出
来
な
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｑ　

と
れ
た
て
か
ら
メ
ロ
ン
を
購
入
し
、
友
人

に
送
っ
た
が
、
購
入
し
た
商
品
の
手
数
料
は

支
払
っ
て
当
た
り
前
だ
が
、
宅
配
の
手
数
料

も
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
割
高
感
が

あ
っ
た
。
直
接
生
産
者
か
ら
商
品
を
購
入

し
、
宅
配
の
取
扱
店
で
発
送
し
た
方
が
良
か

っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
産

直
の
宅
配
が
現
在
伸
び
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
点
の
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
と
れ
た
て
市
場
で
は
宅

配
を
郵
便
局
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

宅
配
料
に
つ
い
て
は
郵
便
局
に
支
払
う
実
費

を
お
客
様
よ
り
頂
い
て
お
り
ま
す
。
と
れ
た

て
市
場
で
新
鮮
な
農
産
物
を
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
場
で
全
国
各
地
へ
発
送
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
今
後
も
魅
力

あ
る
店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ　

新
役
員
選
任
に
つ
い
て
、
今
ま
で
も
多
く

の
Ｊ
Ａ
職
員
経
験
者
が
役
員
と
し
て
選
任
さ

れ
て
い
る
が
、
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
事
業
内
容
の
把
握
等
は
直
に
解
り

経
営
に
活
か
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
職

員
と
し
て
在
職
中
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り

す
ぎ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
す
る
。
又
、

在
職
職
員
の
役
員
は
、
日
頃
の
業
務
に
も
影

響
が
出
か
ね
な
い
か
と
思
う
。

Ａ　

職
員
経
験
者
、
在
職
職
員
が
役
員
と
し
て

選
任
さ
れ
る
こ
と
へ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
職
員

と
し
て
培
っ
た
貴
重
な
経
験
を
Ｊ
Ａ
の
事
業

運
営
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
地
区

よ
り
選
出
を
頂
い
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

職
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て
、
採
用
職
員

よ
り
退
職
者
の
数
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

る
。
全
体
で
は
退
職
者
は
率
に
し
て
1
7
0

％
に
な
り
、
生
活
指
導
を
含
め
た
営
農
指
導

員
数
で
は
2
3
0
％
以
上
に
も
な
っ
て
い

る
。
原
因
と
対
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ　

退
職
の
理
由
に
つ
い
て
は
給
料
、
雇
用
条

件
、
他
に
や
り
た
い
仕
事
が
あ
っ
た
、
人
間

関
係
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
職
場
環

境
の
向
上
に
取
り
組
み
、
離
職
の
少
な
い
職

場
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

職
場
の
部
署
異
動
は
職
員
の
希
望
、
適
正

等
を
良
く
見
直
し
て
決
定
し
て
ほ
し
い
。
組

合
員
と
し
て
は
あ
る
程
度
の
顔
見
知
り
に
な

っ
た
方
が
接
し
や
す
い
と
思
う
。

Ａ　

現
在
、
希
望
部
署
の
取
り
ま
と
め
を
年
一

回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
継
続
勤
務
の
年
数

等
、
制
限
さ
れ
て
い
る
部
署
も
あ
り
ま
す
の

で
、
職
員
の
適
正
、
能
力
、
成
長
等
も
考
慮

し
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

農
業
従
事
者
の
高
齢
者
に
優
し
さ
を
！

（
例
）
ロ
ー
ン
が
組
め
な
い
等

Ａ　

各
種
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
規
程
・
要
領

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金
使
途
に
よ
っ
て

は
、
ロ
ー
ン
以
外
の
一
般
資
金
も
あ
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
支
所
窓
口
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

Ｑ　

矢
部
地
区
に
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
設
置
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
旧
清
和
・
旧
蘇

陽
に
は
他
の
Ｊ
Ａ
等
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
設

置
が
あ
る
。

Ａ　

矢
部
地
区
の
セ
ル
フ
給
油
所
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
特
性
、
実
情
を
踏
ま
え
、
集

客
数
、
立
地
条
件
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

矢
部
支
所
購
買
課
の
課
長
が
不
在
な
の
は

何
故
か
。
そ
の
分
、
他
の
職
員
の
仕
事
量
が

増
え
毎
日
残
業
ば
か
り
で
帰
宅
時
間
も
ほ
と

ん
ど
午
後
９
時
を
過
ぎ
る
状
態
で
ス
ト
レ
ス

及
び
疲
労
も
た
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

働
き
方
改
革
が
言
わ
れ
る
中
、
今
の
状
態
は

お
か
し
い
。
早
急
に
課
長
を
置
か
れ
て
課
長

の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
何
で
残
業

が
多
い
の
か
の
原
因
の
調
査
を
し
て
ほ
し

い
。
職
員
の
方
々
の
健
康
管
理
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
等
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

Ａ　

現
在
、
矢
部
支
所
購
買
課
は
課
長
が
退
職

に
よ
り
不
在
と
な
り
、
支
所
長
が
兼
務
し
て

お
り
ま
す
。
退
職
し
た
職
員
は
臨
時
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
年
度
初
め
の
退

職
で
他
の
部
署
か
ら
の
異
動
が
行
え
な
い
状

況
に
よ
り
、
兼
務
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
残
業
時
間
に
つ
い
て
は
、

仕
事
の
内
容
、
量
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
発

生
し
て
い
る
の
か
等
を
確
認
し
働
き
方
改
革

を
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
個
人
に
時
間
が
偏

ら
な
い
よ
う
に
仕
事
配
分
も
考
え
て
い
き
ま

す
。
健
康
管
理
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
よ
り
産
業
医
を
入
れ
て
改

善
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

お
茶
や
洗
剤
等
の
購
入
の
協
力
を
依
頼
さ

れ
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
押
売
り
と
し

か
思
え
な
い
。
矢
部
茶
等
の
販
売
促
進
と
い

う
名
目
だ
が
、
Ｊ
Ａ
の
商
品
で
Ｊ
Ａ
の
売
り

上
げ
で
す
よ
ね
。
お
茶
の
栽
培
、
販
売
者
か

ら
し
っ
か
り
と
購
入
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

Ａ　

矢
部
地
区
で
は
毎
年
、
矢
部
茶
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
愛
飲
運
動
や
ナ
チ
ュ
ー
ル
洗
剤
の
全

戸
配
置
を
行
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
運
動
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

第
３
営
農
セ
ン
タ
ー
か
ス
タ
ン
ド
付
近
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

費
用
の
面
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
増
設
に
つ
い

て
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
要
望
の
場
所
へ

設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
設
置
し
て
い

る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
移
設
と
い
う
形
で
設
置
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
の
検
討
材
料

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

総
代
（
支
所
運
営
委
員
長
・
副
委
員
長
）

は
年
度
末
で
交
代
と
な
る
が
、
事
業
年
度
末

ま
で
Ｊ
Ａ
運
営
等
に
積
極
的
・
意
欲
的
に
関

わ
っ
て
き
た
た
め
、
総
代
会
に
参
加
し
説
明

を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　

毎
年
、
総
代
会
前
に
支
所
運
営
委
員
会
、

座
談
会
を
開
催
し
、
組
合
員
の
皆
様
へ
事
業

報
告
、
次
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
皆
様
か
ら

ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
支
所
運
営
委
員

会
、
座
談
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
代
替
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
質

問
・
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
の

話
題
を
お
届
け
し
ま
す
！

か
み
ま
し
き

ニュ
ー
ス

　

６
月
19
日
、
山
都
町
の
矢
部
地
区
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
現
地
検
討
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
ピ
ュ
ア
と
い
う
品
種
を
15
人
の
生
産
者
が
作
付
面
積
４
０
０
ア

ー
ル
で
栽
培
し
て
お
り
、
１
ケ
ー
ス
３
㌔
で
九
州
各
地
に
出
荷
、
今
年
は
２
０
０
ｔ
の
出
荷

を
目
指
し
ま
す
。

　

品
種
の
特
徴
と
し
て
は
、
裂
果
が
少
な
く
色
付
き
も
良
い
、
ま
た
耐
病
性
に
も
優
れ
て
お

り
市
場
で
の
評
価
も
高
い
品
種
で
す
。

　

検
討
会
で
は
生
産
者
の
圃
場
を
回
り
、
知
識
向
上
、
管
理
状
況
、
生
育
状
況
を
確
認
し
、

情
報
を
共
有
す
る
の
が
目
的
で
毎
年
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
６
月
下
旬
か
ら
11
月
ま
で
出
荷
が
行
わ
れ
、
ピ
ー
ク
は
７
月
中
旬
頃
で

す
。 ミ

ニ
ト
マ
ト
現
地
検
討
会
開
催

熊
本
県
Ｊ
Ａ―
Ｓ
Ｓ
・
Ｊ
Ａ―

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
表
彰

　

６
月
16
日
、
令
和
元
年
度
熊
本
県
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ
№
１
コ
ン
テ
ス
ト
・
Ｊ
Ａ
―
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
所
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
表
彰
が
本
所
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
「
美
化
」・「
接
客
サ
ー
ビ
ス
」・「
店
頭
演
出
」
の
３
点
を
基
準
に
Ｊ
Ａ

―
Ｓ
Ｓ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
販
売
所
に
お
い
て
業
績
評
価
指
標
に
基
づ
く

運
営
管
理
を
実
施
し
、
実
績
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
優
良
事
例
の
共
有
化
を

促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ
№
１
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
で
は
、
清
和
文
楽
給
油
所
が

オ
イ
ル
賞
を
受
賞
。
熊
本
県
Ｊ
Ａ
―
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
所
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
表
彰

で
は
、
益
城
支
所
が
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
受

賞
出
来
た
の
も
、
日
頃
ご
愛
好
頂
い
て

ま
す
皆
様
の
お
陰
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

情報交換する参加者
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６
月
16
日
、
山
都
町
の
矢
部
地
区
で
ホ
オ
ズ
キ
現
地

検
討
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
５
人
の
生
産
者
が
作
付
面
積
40
ア
ー
ル
で
栽

培
し
て
お
り
、
今
年
は
３
万
本
の
集
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　

検
討
会
で
は
生
産
者
の
圃
場
を
回
り
、
知
識
向
上
、

管
理
状
況
、
生
育
状
況
を
確
認
し
、
情
報
を
共
有
す
る

の
が
目
的
で
す
。
令
和
２
年
度
は
昨
年
の
同
月
と
比
べ

て
も
各
圃
場
で
草
丈
の
長
さ
が
15
㎝
程
度
高
く
、
実
飛

び
も
な
く
生
育
が
良
い
で
す
。

　

担
当
者
は
「
こ
れ
か
ら
は
病
害
虫
が
増
え
て
く
る
時

期
、
天
気
を
見
な
が
ら
計
画
的
に
防
除
作
業
を
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ホ
オ
ズ
キ
の
出
荷
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
続

き
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
本
所
の
多
目
的
選
果
場
で
は
桃
の
出
荷

が
始
ま
り
、
初
日
は
15
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
２
㌔
）
が

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
、
甲
佐
町
の
農
家
４
戸
が
約
40
ア
ー
ル
の

面
積
で
生
産
し
て
お
り
、
主
に
県
内
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
出
荷
が
始
ま
っ
た
の
は
「
は
な
よ
め
」
次
に
、「
日

川
」「
白
鳳
」「
な
つ
お
と
め
」「
川
中
島
白
鳳
」
と
続
き
、

８
月
上
旬
ま
で
出
荷
が
行
わ
れ
る
予
定
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
約
10
ｔ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

生
産
者
は
「
味
や
触
感
が
良
く
、
と
て
も
高
品
質
な

桃
が
出
来
て
い
ま
す
。
是
非
多
く
の
方
に
食
べ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

桃
の
出
荷
順
調

ホ
オ
ズ
キ
検
討
会

Ｊ
Ａ
女
性
部
表
彰

　

６
月
８
日
、
熊
本
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ

り
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
女
性
組
織
協
議
会
通
常
総
会
に
て
表
彰
を
行
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小
し
、
本
所
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
厚
生
連
と
連
携
し
、
健
康
管
理
事
業

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
組
織
と
し
て
、
ま
た
人
間
ド
ッ

グ
の
受
診
者
率
向
上
に
む
け
、
広
報
活
動
に
力
を
注
ぎ

貢
献
し
た
こ
と
が
今
回
の
表
彰
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
健
康
管
理
活
動
と
広
報
活
動

を
続
け
受
診
者
率
を
増
や
し
て
い
く
方
針
で
す
。

ホオズキの生育を確認する参加者

集荷される桃

かみましきニュース

JAかみましき　August 2020

表彰の様子
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かみましきニュース

　

６
月
19
日
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
で

作
っ
た
手
作
り

マ
ス
ク
を
滝
尾

小
学
校
に
贈
呈

し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
予
断
を

許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る

中
で
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
が
何
か
出

来
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
以
前
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
作
り
続
け
て
い
る
手
作
り
マ
ス
ク
を
地
元
の
小
学
校

に
贈
呈
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

沢
山
の
カ
ラ
フ
ル
な
手
作
り
マ
ス
ク
を
受
け
取
っ
た

小
学
生
達
は
、「
沢
山
の
マ
ス
ク
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
は
大
切
に
使
い
た
い
と
思

い
ま
す
」
等
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
各
小
学
校
へ
手
作
り
マ
ス
ク

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
女
性
部

小
学
校
へ
マ
ス
ク
贈
呈

笑顔でマスクを受け取った滝尾小学校の子供達

髙野教育長にちゃぐりんを贈る田原組合長

支
所
の
ま
わ
り
に
お
花
畑

　

６
月
10
日
、
女
性
部
嘉
島
支
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
ナ
デ
シ
コ
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
嘉
島
支
所
の
ま
わ
り
を
囲
む
よ
う
に
沢
山
植
え
て
頂

き
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
で

し
た
が
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
お
陰
様
で
嘉
島
支
所
の
印
象
が
よ
り
華
や
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
お
花
畑
の
活
動
は
毎
年
行
っ
て
お
り
、
嘉
島
支

所
は
い
つ
も
お
花
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
是
非
、
嘉
島
支

所
へ
お
越
し
の
際
に
は
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

　

７
月
９
日
、
10
日
、
管
内
各
町
の
教
育
委
員
会
で
食
農

教
育
運
動
テ
キ
ス
ト
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
８
月
号
」
の
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
の
贈
呈
は
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

農
業
や
自
然
と
共
生
す
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
平
成
13
年
度
か
ら
毎
年
贈
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

８
月
号
に
は
、
ど
ん
な
料
理
と
も
相
性
抜
群
「
夏
野
菜

で
作
る
す
り
お
ろ
し
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
や
別
冊
付
録
「
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
発
見
ノ
ー
ト
虫
見
板
付
き
」
な
ど
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
ぴ
っ
た
り
な
付
録
も
付
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
各
町
21
校
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
８
８
７
冊

を
贈
り
ま
し
た
。

ち
ゃ
ぐ
り
ん
贈
呈

お
花
を
植
え
ら
れ
て
い
る

女
性
部
嘉
島
支
部
の
皆
さ
ん

16
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金 融 部

購 買 部

JAバンク熊本地域応援キャンペーン2020がんばろう 熊本！！

●ご契約いただける方は個人の方に限ります。●農協全国商品券については、やむを得ず中途解約される場合は、農協全国商品券相当額をご返却いただきます。●期間中、対象の商品ご契約のお客さま
に1商品につき1口抽選権を付与いたします。●懸賞品の抽選時期は11月を予定しています。●抽選日時点で中途解約をされている場合、抽選権は無効となります。●当選賞品は現金との引換えはでき
ません。●当選者の発表は懸賞品の発送をもって代えさせていただきます。●懸賞品は一時所得となり、確定申告が必要となる場合があります。詳しくは税理士等専門家にご相談ください。●一部の
JAでは、ネットによるお申込みができない場合があります。

対象商品

期　　間 2020年7月1日（水）～2020年9月30日（水）
※既に当JAで対象商品をご利用いただいているお客さまは、キャンペーンの対象外となります。

●JAカード（一体型） ●JAネットバンク　●JAネットローン※

上記のお申込みまたはご契約 ※JAネットローンはご契約いただいた方が対象です。【対象商品についての詳細は裏面をご確認ください。】

農協全国商品券

新規にお申し込みまたはご契約の
対象商品1つにつき、JAの直売所等で使える
農協全国商品券500円分プレゼント！

期間中にご契約いただいた方の中から
抽選で県下200名様に

熊本県産農畜産物等プレゼント！
※抽選賞品はJAにより異なります。詳細はJA窓口へお問い合わせください。

熊本県産農畜産物等

1,500 5,000最
大

円分
プレゼント

円相当
プレゼント

よりぞうC
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共 済 部
三大 　がん・脳卒中
疾病 　急性心筋梗塞　

重い
生活習慣病

に対する新しい保障ができました!!
や など（ ）



JA上益城居宅介護支援事業所
虹のかけ橋

☎0967-73-1253
☎096-234-0009

何かご相談があればＪＡへ！
ケアマネジャーがあなたに寄り添いサポートし
ます。

資格をお持ちの方はもちろん、福祉の仕事に興
味のある方、各事業所で一緒に働いてみません
か？まずは、お電話下さい。

JAかみましき　福祉センター
☎0967-73-1211

「七夕」

運営推進会議

☆ビッグニュース

　６月下旬より七夕の
短冊に願い事を書いて
います。ご利用者様の
多くは新型コロナウイ
ルス消滅や健康祈願で
した。

通所・サポートセンター虹

有料老人ホームたんぽぽ

さくら荘 やまびこ

JAかみましき　August 202019

　「夏」やさいを植えました。
　きゅうり・ナス・トマト・etc...苗をスタッフから提
供して貰いました。
　空き地を利用して畝を作り、マルチを覇って草が生
えてこないように「がまだしもん」が裸足で頑張って
植えました。今朝、きゅうりは「とらにゃんふと
しなるばい」の声が聞こえてきました｡こちらから
は「トマトも色づいてきたよ…」、「美味しそう」い
い色になっても一人ではとらないようにみんなで
美味しく食べましょう。
　去年の秋、唐芋を収穫して美味しい芋饅頭を食
べたことを思い出した人いるかなーー？

グリーンカーテンや菜園の野
菜も順調に生育しております。

　ハッピーバースデイトゥーユー歌のプレゼント！
　93回目の誕生日を迎えた田中さん。今日は通い
の利用日、利用者さんよりお祝いの歌のプレゼン
ト！田中さん感激！「お祝いをありがとうございま
す。まだまだ元気にさくら荘に通ってきたいです」
とご挨拶を…力強い言葉でした。
　93歳とご高齢でも年の功、いろんなこと物知り
爺ちゃんです。花作り・野菜造りが生きがいでし
た。

　初宴は田中
さんより甘い
物の提供、み
なさん満足で
した。

　コロナの関係で自粛していた行事も、緊急事態解除により
三密を守り久しぶりに会
議を開催し４～６月の活
動報告が出来ました。

なんと！黒一点の馬原さ
ん、なんと…なんと…
100歳を迎えられます。
おめでとうございます！
百歳の衣装で、みんなで
作った5月の貼り絵の前
で100歳です！100歳で
す！
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　部会員同士のつながりがとても強いゴーヤ部会。決められた用法用量、指導に沿
って部会でおいしいゴーヤを作っています。部会員のみんなで出荷のシーズンが終
わったあと遠出するのを楽しみにされている部会員の楠田保博さん（益城町）にお話

しを聞いてきました。
　楠田さんは就農して約60年。ゴーヤ栽培を始めて約20年
になるそうです。夏にゴーヤ、冬にスイカを主体に栽培さ
れています。
　ゴーヤを栽培してよかったことは「朝早くハウスに入る
とゴーヤの黄色い花が元気よく咲き、何とも言えない良い
香りで包まれて、とても気持ち良いこと」だそうです。ま
た朝６時くらいからの作業で自分の生活リズムにあってい
るし、2～3時間の作業も立ったままできるからほかの作物
に比べて作業しやすいのだとも教えてくださいました。
　また、ゴーヤ栽培では台風の情報に合わせてハウスのビニ
ールをはいだり、またかけたりするのが大変とのことです。
ゴーヤの鳥獣害被害は少なく、病気にも強いそうです。

ゴーヤ
　 部会
ゴーヤ
　 部会

ハウスで作業をする楠田さん

出荷されるゴーヤ

朝からはとても良い香りがします！

おすすめは切ってさっと
茹でたゴーヤにシーチキ
ンとマヨネーズをあえる
食べ方！

　「ゴーヤは年齢を重ねても育てやすい作物なので、これからゴ
ーヤを植える方、お互い力を入れて頑張ろう！」とメッセージを
頂きました。
　最後に一言『ゴーヤは体に良いので、どんどん食べて
ください！』と奥さまと仲良く締めてくださいました。

　力を入れているのは“苗が良く育ち根が良く生える土壌づ
くり”だそうです。センチュウ消毒がうまくいくと、活きの
良いゴーヤが育つのだと笑顔で話してくださいました。

話話話
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営農
通信
営農
通信

給付額：個人事業者等100万円　　中小法人等200万円
給付対象要件：
①新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の売上が前年同月
比で50％以上減少している事業者。
②2019年以前から事業による事業収益（売上）を得ており、今後も事業
を継続する意思がある事業者。

【持続化給付金】【持続化給付金】 申請はお済みですか！？

給付額：個人事業者等最大10万円　　中小法人等最大20万円
給付対象要件：
①直近の確定申告の納税地が熊本県内である事業者。
②新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の売上が前年同月比30％以上50％未満減少している
事業者。
③2020年4月30日以前から事業による事業収入（売上）を得ており、今後も事業を継続する意思がある
事業者。

〈対象施設：加温装置（空調装置）又はかん水装置がある施設（いわゆる雨よけハウスは除きます。）〉
　支援対象となる生産者：令和2年2月から4月の間に野菜、花き、果樹、茶について、出荷実績がある又
は廃棄等により出荷できなかった生産者

支援対策その2
　次期作に向けた下記の①～③のいずれかの取組を行う場合に、10ａ当たり2万円を支援します。
①新たに直販等を行うためのHP等の整備
②新品種・新技術の導入等に向けた取組
③海外の残留農薬基準への対応又は有機農業・GAP等の取組

【熊本県事業継続支援金】【熊本県事業継続支援金】 持続化給付金の給付対象要件を満たさない方へ

支援対策その1
支援単価：①基本単価　5万円/10ａ　　※中山間地域等では単価を1割加算
　　　　　②施設栽培のうち高集約型品目の単価

【高収益作付次期作支援交付金】【高収益作付次期作支援交付金】 8月以降に公募が始まる予定です！

※国の持続化給付金との重複受給は出来ません。

対象品目（高集約型品目）：新型コロナウイルス感染症
の影響で需要が減少した品目

施設栽培の花き、大葉及びわさび

施設栽培のマンゴー、おうとう及びぶどう

80万円/10ａ

25万円/10ａ

交 付 単 価

※１：5月以降に出荷を開始した場合の支援対象については、今後の公募の際に示されます。
※２：野菜、花き、果樹、茶以外の高収益作物は、都道府県と国との協議により都道府県単位で追加される場合があります。

※２万円/10ａ×取組数（3取組（①②③全て）で、最大6万円/10ａ）



22

一
、
代
表
理
事
お
よ
び
役
付
理
事
の

選
任
に
つ
い
て

二
、
特
定
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

三
、
組
合
長
等
に
事
故
あ
る
と
き
の

代
理
・
代
行
順
位
に
つ
い
て

四
、
常
勤
理
事
の
他
の
団
体
理
事
等

へ
の
就
任
の
承
諾
に
つ
い
て

第
１
回
定
例
理
事
会

令
和
２
年
６
月
24
日

　
　
　

（
本
所　

２
階
ホ
ー
ル
）

理
事
会
だ
よ
り

議　
　

事

一
、
役
員
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

二
、
役
員
退
職
者
に
対
す
る
役
員
退

職
慰
労
金
の
支
給
（
案
）
に
つ

い
て

第
２
回
定
例
理
事
会

令
和
２
年
７
月
８
日

　
　
　

（
本
所　

２
階
ホ
ー
ル
）

議　
　

事

報
告
事
項

　

理
事
会
に
て
以
上
４
の
提
案
が
あ

り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

行
事
経
過
お
よ
び
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
事
項

一
、
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

二
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
貸
付

に
つ
い
て

三
、
J
A
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
運
動
に
つ
い
て

四
、
総
代
会
お
よ
び
「
質
問
・
意
見

要
望
書
」
の
結
果
に
つ
い
て

五
、
常
勤
理
事
の
他
の
団
体
理
事
等

へ
の
就
任
に
つ
い
て

六
、
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に

つ
い
て

七
、
新
任
非
常
勤
理
事
研
修
会
に
つ

い
て

八
、
６
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

九
、
行
事
経
過
及
び
行
事
予
定
に
つ

い
て

一
、
役
付
理
事
等
の
変
更
に
つ
い
て

第
１
回
臨
時
理
事
会

令
和
２
年
６
月
27
日

　
　
　

（
本
所　

２
階
ホ
ー
ル
）

議　
　

事

　

理
事
会
に
て
以
上
１
の
提
案
が
あ

り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
て
以
上
６
の
提
案
が
あ

り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ミツバチに対する
農薬危害防止について

退
任
の
ご
挨
拶

　

退
任
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
1
期
3
年
間
の
短
い
間
で
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
本
組
合
の
代
表
理
事
常
務
と

し
て
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
間

様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
方
は
じ
め
役
職
員

の
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を
仰
ぎ
な
が
ら
ど
う
に
か
業
務
を

全
う
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

就
任
し
た
当
時
を
顧
み
ま
す
と
、
国
内
で
は
Ｊ
Ａ
改
革
が
進
行

中
で
あ
り
、
国
際
的
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
農
業
交
渉
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

等
の
貿
易
交
渉
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
下
で
あ
っ
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
の
Ｊ

Ａ
組
織
の
力
の
結
集
と
組
合
員
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ

り
、
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
地
元
に
お
い
て
農
業
に
励
み
な
が
ら
、
一
組
合
員
と
し

て
Ｊ
Ａ
運
動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
に
あ
っ
て
、
今
後
も
厳
し
い
農
業

情
勢
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
更
な
る
発
展
と

組
合
員
皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

前
代
表
理
事
常
務　

本
郷
博
行

人事異動について
令和２年７月１日付（異動）正職員

氏　　名
総務部総合企画課総合企画係
共済部自動車査定課自動車査定係
営農部加工直販課加工直販係
営農部第２営農センター農産園芸課農産園芸係
営農部第３営農センター加工・農産課加工・農産係
福祉部福祉センター係
御船支所購買課購買係
甲佐支所購買課甲佐給油所係
嘉島支所購買課六嘉給油所係
益城支所管理金融共済課管理金融共済係
矢部支所購買課矢部センター給油所係

総務部総合企画課総合企画係
共済部自動車査定課自動車査定係
営農部加工直販課加工直販係
営農部第２営農センター農産園芸課農産園芸係
営農部第３営農センター加工・農産課加工・農産係
福祉部福祉センター係
御船支所購買課購買係
甲佐支所購買課甲佐給油所係
嘉島支所購買課六嘉給油所係
益城支所管理金融共済課管理金融共済係
矢部支所購買課矢部センター給油所係

備　考新　部　署 旧　部　署
堀田　敬子
松野　雄星
永椎　憲輔
中島　　渚
野口　　陸
佐藤　　健
内田　峻輔
松川　慎治
佐野金太郎
田中　仁美
宮本　航輝

試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了
試用職員期間満了

　

６
年
間
役
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
常
勤
監
事
を
さ
せ
て
頂
き
全
部

門
・
全
事
業
所
の
各
種
手
続
及
び
業
務
記

述
書
に
基
づ
く
監
査
を
実
施
し
事
務
処
理

の
合
理
化
、
改
善
等
の
内
部
統
制
の
確
立
に
向
け
対
処
致
し
ま
し

た
。
又
、
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
常
勤
監
事　

緒
方
顕
治

三
、
組
合
と
理
事
と
の
取
引
に
関
す

る
承
認
（
案
）
に
つ
い
て

四
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

「
J
A
の
ご
案
内
2
0
2
0
」

の
承
認
（
案
）
に
つ
い
て

五
、
矢
部
支
所
金
融
共
済
店
舗
新
築

工
事
建
設
委
員
会
委
員
の
変
更

（
案
）
に
つ
い
て

六
、
業
務
報
告
書
の
行
政
庁
へ
の
提

出
等
に
つ
い
て



もしもの時はお電話下さい 自動車事故の時は
お電話下さい天昇院ましき 天昇院みふね

益城町惣領1414の2 御船町御船948の1

096-281-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

096-289-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

24時間対応しています 相談も随時受付中

ＪＡかみましき　共済部自動車査定課
　０９６－２３４－１３１１
ＪＡ共済事故受付センター
　０１２０－２５８－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・事故受付とアドバイス
　・夜間休日初期対応サービス
　・夜間休日現場急行サービス
　・休日契約者面談サービス　対応

ＪＡ共済サポートセンター
　０１２０－０６３－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・レッカーサービス
　・ロードサービス　対応

JAかみましき　August 202023

８月のイベント

8月12日（水）～16日（日）

8月 8日（土）～15日（土）

とれたて市場お盆売り出し

とれたて市場地区別座談会

　梅雨に入りジメジメした日が続いていま
す。皆さん水分補給はしっかりと摂ってい
ますか？
　まだまだマスクが手放せない現状の中
で、熱中症のリスクは更に高まります。
　こまめな水分補給や塩分摂取、2メート
ル（ソーシャル・ディスタンス）を確保出
来ている環境では適度にマスクを取る、ま
た室内でエアコンを使う際には2時間に1回
は少なくとも換気を行いましょう。
　のどが渇く前に飲むことが大切です！！
筆者は汗っかきなので１
日３～4ℓくらい飲ん
でます（笑）

編 集 後 記

　これから普通期水稲は出穂・開花期を迎えます。こ
の時期の農薬散布にあたっては、ミツバチに被害を与
えないよう、事前に近くの養蜂家と巣箱の位置や防除
時期、場所などの情報を交換しましょう。また散布し
た農薬がミツバチや巣箱にかからないよう、十分注意
しましょう。
【問い合わせ先】
　熊本県農業技術課（096-333-2381）
　畜産課　　　　　（096-333-2401）
　又は最寄りの各広域本部（地域振興局）
　農業普及・振興課までお尋ねください。
　　　　　　　　　（096-282-3010）

※新型コロナウイルスの影響により中止になる場合があります。
※毎週水曜日はとれたて市場ポイント３倍デー

これから普通期水稲は出穂・開花期を迎えま

ミツバチに対する
農薬危害防止について
ミツバチに対する
農薬危害防止について



今月は「チンゲン菜」レシピ！

作り方
①チンゲン菜を縦に4等分に切る。

②えび、ピーマン、ニンジン、ズッキーニは１センチ角に揃える。（えびは下処理をしたが美味しいです）

　ショウガを千切りにしておく。小ネギは小口切りにしておく。

③チンゲン菜は根を先に入れゆがいておく。

④フライパンにごま油を入れ、ショウガと切った食材を入れ炒める。

⑤その後、水を入れ中華だしを入れ、塩コショウで整えたら水溶き片栗粉を入れとろみをつける。

⑥ほぐした卵をかき混ぜすぎない程度で入れ、最後にゆがいたチンゲン菜を皿に盛り付け、あんかけをかけて小ネ

ギを散らしたら完成！
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河
原　

君
代

ワンポイントアドバイス

チンゲン菜のガーリック炒め

材 料
４人分

作り方
①チンゲン菜を2等分に切って先の葉を3センチ根の部分は8等分に切る。

②ニンニクは薄くスライス、ショウガは千切りにしておく。

フライパンにオリーブオイルをひいて、ニンニクとショウガを入れる。

③少し香りが出たらチンゲン菜の根を先に入れ、その後葉の部分とツナを入れサッと絡めて最後に塩コショウで味

を整えたら完成！

材 料
４人分

チンゲン菜の夏野菜あんかけ

　チンゲン菜は、結球しない白菜の仲間。シャキシャキとした歯ごたえと食べやすさが人気で、
日本で最も有名な中国野菜になります。
　原産地は中東で、中国に渡ってから栽培品種として改良され、その後、中国
料理には欠かせない食材になりました。
　また、チンゲン菜には強い抗酸化作用のβカロテンやビタミンＣなどを持って
おり、風邪の予防、美容効果、がん予防、髪や皮膚の健康維持に役立ちますよ！

検索JAかみましき

チンゲン菜…………3株
ツナ缶Ｌサイズ……1缶
ニンニク……………3片
ショウガ……………1片

オリーブオイル……大2
塩コショウ…………少々

チンゲン菜………3株
冷凍しばえび……100g
ピーマン…………2個
ニンジン…………1/4本
ズッキーニ
　　　　………縦3センチ程

卵………………2個
ショウガ………1片
小ネギ…………少量
片栗粉…………大１
ごま油…………少々
塩コショウ……少々
中華だし………大１
水………………200㏄


